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まず，方針 1 として DBSN 定数倍アルゴリズムに基づく定数倍剰余量子回路を構成し，べき乗剰
余量子回路を構成した．次に，方針 2 として Montgomery 乗算の定数倍演算部分を DBNS 定数
倍アルゴリズムで実行するMontgomery乗算量子回路を構成し，べき乗剰余量子回路を構成した． 
Takahashi らの量子回路と比較した結果，方針１，方針２共に既存方式よりも量子ビット数，サ
イズ，深さが増加してしまった．DBNS 定数倍アルゴリズムは加算回数を減らしているため，ト
レードオフとして途中結果を保存するレジスタが余分に必要となっている．したがって，この部
分を量子回路で実現すると量子ビット数が増大してしまう．方針 1,2 では量子ビット数の増大を
回避したため，トレードオフとしてサイズ，深さが増大してしまった．しかし，3 倍量子回路が
サイズ，深さが$O(n)$以下で構成できれば，方針 2 の位数発見量子回路はサイズ，深さの面で既
存方式よりコストを削減できるものと考える． 
 
